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• Post SB銀河は星形成抑制のメカニズムを探る上で重要な種族。
• 中でも、E+A銀河 (early-type spectrum + bluer cont. than E + strong 

Balmer abs., no/weak Ha and [OII] emission) は星形成を終えて間も
ない (~1Gyr) 頃を捉えられる。が、銀河種族全体の1%にも満たない。

• SDSS fiber + MaNGAデータでE+A銀河を抽出する手法を確立した。
1. fiberデータ (＝銀河全体の平均的な性質): blue g-r, Dn(4000)>1.5, 

no Ha emission, strong Balmer absorption, no-weak [OII] emission。
2. MaNGAデータ (＝場所ごとの性質): 0-1, 1-2, 2-3 Re の3区間全てで上
記を満たす。

面分光情報を加えてE+A種族を精度よく選択する手法。

↓Figure 5. WHAN輝線比診断

↑Figure 3. E+Aと判定された銀河のMaNGA 3区間スペクトル

↓Figure 6. E+Aと判定されなかった銀河の例

Figure 7. color-mass図
• 今回E+Aと判定された銀河

(★)はgreen valley (GV) 

に位置する。
• MaNGAデータで除外され
た銀河(★)も似たように分
布している。

• E+A⇒GVだが、GV⇒E+A

とは限らない。

形態分布：
過半数はearly-type。
形態は星形成を抑制しE+A

にする要因の一つか。
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• 他論文のE+Aサンプルはどれも (post SBではあるかもしれないが) 

今回の条件を満たさなかった。
• EWの条件の違いやSDSSカタログ値の誤りによるところが大きい。
• 後続論文で、S0形成やAGNの影響等、quenchingの過程を議論。

WHAN diagram


